
移植3日前～
移植当日

いもち病・紋枯病
ウンカ類・
ツマグロヨコバイ・
コブノメイガ

ビルダー
フェルテラチェス
GT粒剤

主として中山間部～平坦部で使用する。
但し、いもち病の発生が少なく、フタオビコヤガや
ツマグロヨコバイが多い場合はエバーゴルプラス
箱粒剤を使用した方が良い。

主として平坦部～海沿い地域で使用する。
但し、縞葉枯病の発生が多い地域は、ビルダーフェ
ルテラチェスGT粒剤を使用した方が良い。

スタークル
液剤10

1000倍
（水150ℓ）

いもち病・紋枯病・ウンカ類
カメムシ類・ツマグロヨコバイ
穂枯れ・稲こうじ病・
もみ枯細菌病

ゴウケツモンスター
粒剤

出穂20～15日前
（収穫45日前）

3ｃｍ以上の湛水状態で均一に散布し、施用後少な
くとも1週間以上は落水やかけ流しはしない。

2回
以内

いもち病・紋枯病

ウンカ類・カメムシ類・
イネドロオイムシ・
ツマグロヨコバイ

ダブルカットバリダ
フロアブル 1000倍

（水150ℓ）

出穂期～穂揃期
（穂揃期まで）

２回
以内 殺菌剤・殺虫剤の混合で使用。

ていねいに散布し、隣接ほ場に飛散しないように注
意する。エミリアフロアブル 収穫7日前まで

粒剤、豆つぶ剤は3ｃｍ以上の湛水状態で均一に
散布し、施用後少なくとも1週間以上は落水やか
け流しはしない。
スタークル剤は混合剤を含めて3回以内の使用
回数とする。

いもち病・紋枯病・
墨黒穂病・穂枯れ
（ごま葉枯病菌・稲こうじ病・
 ウンカ類・カメムシ類）

ワイドパンチ豆つぶ 250g 出穂14～10日前後 3ｃｍ以上の潅水状態で均一に散布し、施用後少な
くとも1週間以上は落水やかけ流しはしない。

いもち病・ごま葉枯病・稲こうじ病・
もみ枯細菌病・内穎褐変病 ブラシンフロアブル 1000倍 収穫7日前まで ２回

以内 発生初期に治療剤として散布する。

紋枯病・稲こうじ病 モンガリット粒剤 3～4kg 収穫45日前まで ２回
以内

施用は、3cm以上の湛水状態で均一に散布し、施
用後は少なくとも1週間以上は落水やかけ流しは
しない。紋枯病が垂直進展期に入る出穂期直前以
降の散布では効果が低下する。

ウンカ類・イナゴ類
ツマグロヨコバイ
イネドロオイムシ・カメムシ類
イネミズゾウムシ・コブノメイガ

トレボンEW 1,000倍 収穫14日前まで 3回
以内

令和 5年 （西讃）

ユーキ鉄ケイカルまたは

苦土一番
または
珪酸加里

苦土一番
または
珪酸加里

苦土一番
または
珪酸加里

　基肥、追肥（出穂30～40日前）
　いずれの施用でも良い。
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　基肥、追肥（出穂30～40日前）
　いずれの施用でも良い。

　基肥、追肥
　（出穂30～40日前）
　いずれの施用でも良い。

ユーキ鉄ケイカルまたは
7.2

ユーキ鉄ケイカルまたは
おいでまい一発

※手散布等側条施肥でない場合は、基肥量を2割程度増肥する。 ※手散布等側条施肥でない場合は、基肥量を2割程度増肥する。 ※手散布等側条施肥でない場合は、基肥量を1割程度増肥する。

令和6年産

○分げつが旺盛なため、植付本数が多いと過繁茂（籾数過多）になり
　易いので、1株当たりの植付本数は3～4本にしましょう。

○いもち病・紋枯病に弱いので、育苗箱防除、本田防除は必ず実施
　し、発生が見られたら確認防除を行いましょう。

○強い水管理（干しすぎ・溜めすぎ）は、根を傷めて収量・品質を落と
　すので、適切な水管理を行いましょう。
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ノビエ2.5葉期まで。
散布後3～4日間は水深3～5cmを保つ。
砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植え、浮き苗が
多い水田は使用を避ける。

移植直後～11日

水田一年生雑草
マツバイ・ホタルイ

ミズガヤツリ・ウリカワ・クログワイ
オモダカ・ヒルムシロ・セリ
アオミドロ・藻類による表層はく離

カチボシL
フロアブル 500ml １回

ノビエ2.5葉期まで。
移植時（田植同時散布）は、除草剤散布機が付いた田植機による処理に
限る。散布後3～4日間は水深3～5cmを保つ。
砂質土壌、漏水田、軟弱苗、極端な浅植、浮き苗が多い水田は
使用を避ける。

移植時または
移植直後～9日

水田一年生雑草
マツバイ・ホタルイ
ヘラオモダカ・ウリカワ
ミズガヤツリ・ヒルムシロ
クログワイ・セリ・シズイ
藻類・表層はく離

ジェイソウル
1キロ粒剤 1kg １回

ノビエ2.5葉期まで。
散布後3～4日間は水深5～6cmを保つ。湛水して畦畔から小包装の
まま10aあたり10個の割合で均等に投げ入れる。

移植直後～7日
水田一年生雑草
マツバイ・ホタルイ
ウリカワ・ミズカヤツリ

カチボシL
ジャンボ 30g×10個 １回

ノビエ4葉期まで。
散布後、３～４日間は水深３～５cmを保つ。
砂質土壌、漏水田、極端な浅植、浮き苗が多い水田は使用を避ける。

移植後20日
（稲5葉期以降）
（収穫60日前まで）

ウリカワ・オモダカ・クログワイ
コウキヤガラ・セリ・ヒルムシロ・ヘラオモドカ
ホタルイマツバイ・ミズガヤツリ・一年生雑草
アオミドロ・藻類による表層はく離

ツイゲキ
豆つぶ250 250g １回

湛水して手まき、または散粒機で均一に散布。
水稲が水没するような極端な深水は避ける。
散布後3～4日間は湛水を保ち、落水はしない。

発生始～盛期
（収穫45日前まで）

藻類
ウキクサ類 モゲトン粒剤 2～3kg ３回

以内

落水または、ごく浅く湛水して均一に散布。落水直後処理とし、散布後2～
3日間（浅水処理は5日間）は入水しない。

移植後20～30日
（収穫60日前まで）

イネ科以外の一年生雑草
マツバイ・ホタルイ・ウリカワ
オモダカ・ミズガヤツリ

バサグラン
粒剤 3～4kg １回

ノビエ3.5葉期まで。
湛水状態で20個/10aを均等に投げ込む。散布後湛水状態で7日間落
水、かけ流しはしない。麦や稲ワラ等残渣は拡散を妨げ、効果不足の原因
となる。ホタルイは草丈10cmまで。ユウキヤガラは草丈20cmまで。

移植後14日～
ノビエ3.5葉期まで
（収穫45日前まで）

水田一年生雑草
コウキヤガラ

マツバイ・ホタルイ
クログワイ・ミズガヤツリ

ウリカワ

アトカラS
ジャンボMX

小包装（パック）
25g×20個
（500g）

１回
以内

ノビエ4.0葉期まで。
70～100ℓの水に溶き散布。落水状態で散布し、3日間（浅水処理は5
日間）は水の移動を行わない。使用の際には、展着剤を加用しない。

移植後20日～
（収穫50日前まで）

水田一年生雑草・マツバイ
ホタルイ・オモダカ・クログワイ
ウリカワ・ミズカヤツリ

（セリ）・キシュウスズメノヒエ

クリンチャー
バスME液剤 1000ml ２回

以内
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10月  5日～10日

10月 8日～13日

10月11日～16日

出穂7～
14日後防除
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病害虫の発生状況については
最新の香川県病害虫防除所の
ホームページをご覧下さい。➡

西讃

蚕に対して長期間毒性があるので、近くに桑園があ
る場合には絶対に桑葉にかからないようにすること。
ミツバチ等の巣箱及びその周辺に飛散するおそれが
ある場合には使用しないこと。

病害虫防除所HP 病害虫写真館


